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論文題目
水産物流通機構の基本的問題とその現段階的性格に関する研究
日本との比較における韓国の研究を中心にして
学位論文内容要旨
研究指
生鮮食料品の流通機構は供給と需要の構造が複雑かつ多様である
ことによって今まで卸売市場形態以外には基本的には考えられなか
つ九。ところが経済社会の環境が変化し、その中で水産物流通をめ
ぐる環境条件の変化が進んでいる今日、これまでの流通機構のあり
方では十分な対応ができない状況が発生している。
本研究ではこのような現状を正確に把握し九上で、卸売市場機構
の基本的問題、及び流通条件の変化による卸売市場機能の構造的な
変化とその要因について考察した。本論は日本との比較における韓
国の研究を中心 1こマクロ的立場から考察し九。
韓国の既存研究では、流通政策理念及ぴ政策手法の再構築に関し
た研究に重点があり、卸売市場機の社会経済的存立要因の研究は
中心ではなかっ九。しかし、現在、韓国における水産物卸売市場流
通をめぐる問題は流通機能を有する担当業者(卸売業者)の機能不
全という根本的な問題が存在している。実質的な流通は別の流通商
業資本の存在によって遂行されているからである。このような状況
の下で水産物卸売市場流通をめぐる問題を二つの側面から検討する
必要がある。ーつは実質的な集荷機能をもつ流通商業資本く搬出商)
の存在理由であり、二つは卸売市場流通における担当業者の機能不
全、つまり本論での卸売業者の形骸化といった基本的問題である。
以上のような問題上で、流通条件の変化し九今臼、水産物卸売市場
流通の現段階の位置づけをどのように考えるべきかといっ九問題に
関して検討し九。
搬出商の役割の重要性及びその存在の合理性の問題を主として流
通コスト面での分析から検討した。また、卸売業者の形骸化の問題
には旧日本資本の進出による韓国の伝統商業資本の排除といった歴
史的側面と現在の制度上の問題の両側面があることがわかった。
分野 水産経済構造論
氏名 張 瑛 秀
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に総生産に対する沿近海生産の比率は最高約
58 %から約 45 %近くまで減少し九(図 1 )0
5割前後を占めている沿近海の生産うのよこ こ
おおきな影響を及ばし構造は水産物総供給 こ
沿近海の生産構造ているといえる。 で、
沿近海の生産
^
ずあろを分析 する必要は つ0
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として減少傾向であを起点トンの生産726千
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30 水産物輸入開放と輸入の増加
際的な輸入自由化拡大の推移によって農
とともに水産物の輸入開放問題は当面の
のーつである。 1988年、韓国の貿易規模
125億ドルで国際社会での位置はますます
ていく現在、水産物の場 1988年の輸合 、
2,047百万ドル、輸入は 292百万ドルで水
おける貿易黒字は無 1,755百万ドルにこ
方、韓国の農・蓄・水産物輸ている。
由化率は農水蓄産物の全体が 71.9 %に対
水産物は 40.2 %で低い水準を示している。
4)の農水産物輸入自由化予示現況をみ
1988年の農林蓄水産物の輸入目数は総品
ち 1,284 で約 72 %の自由化率を見せう
しかし政府予示自由化率は 1991年ま
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(1)1989年の水産年鑑(韓国
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(3)(1)と同じである。
(4)各年の漁業白書(韓国)
騰落率を参照。
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表D 生鮮魚介需給量の推移
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表2) 1988年水産物の乳用状況
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表 3)水産物の和用動向
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注:0は輪入自由化率(%)である。
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多数の生産者がいる生産であ
ぷ流通ル点を トとして主要
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買商業資本としての2。 出商の介在
水産物市場流通において、 前に掲げた卸 売こ
業者の機能不全いわゆる形骸化(3)によって市
場流通は形式的な取引と実際取引の存在の矛
盾(4)を内包する流通となっている。卸売業者
の本来の機能である集荷・ 揃え機能は韓国ロロ
特有な商業資本である搬出商 よってかなりこ
の部分が遂行されていると思われる。搬出商
といった者はその性格から大 分けら 三 こつ
られる。まず、独立商業資本として流通過程
介在している者、産地出荷者である産地仲こ
買人が搬出商としてその機能を果している者、
それから消費地仲買人の下部組織として存在
する者に分け れる。本論での搬出商は産地ら
出荷者っまり産地仲買人とは異なる性格を持
ている商業資本として理すべ である。^
というのは法の規制と保の下 手数料商での
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介在しているのかを検討するこ にする。こ
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と思
別と
資本
排除
刑骸
時、
の問題は本論文こ においてはつ0
して の近代化によって韓国こ の伝統商業
代化から活性化されなくが近 ら て、むしろ
され 九と う こと 今 卸売業者のい 日 の
化の 問題は由来すると考え ら れる。その
水産 物卸 売 市場における日 商業資本の
的な 進出は 1914年9" 総 府令 136号"
場 規制からわかる 思う。 その規制の
を見 ると"市場は公共団体及びこれに
者以 外はその経営を 止する禁 ,, となっ
の規制が韓国こ おいて生産者を前期こ
業資本から保 するという解釈もでき
しれないが、 での公共団体とそれここ
る者というのが何を意味するかによっ
の内容の解釈は違う意味を内包する。そ
ら 1940年代の戦時経済下における官僚、
制での移行と組 共販制度によって、個合
営であっ九韓国の伝統商業資本は排除さ
と考えられる。こ では(表 10)の 1923こ
ソウルの水産物の卸売比率をみると韓国
統的な市場、つまり韓国伝統商業資本の
舞台であっ九南大門と東大門の取引比率
2%で、日本資本の市場企業体(京城食料
場、京城魚市場、京城日の丸市場、明治
設市場、荷町公設市場、龍山水産市場)
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注(り韓国における卸 市場は大きく売 つにわけ三
られる。その 1.法定卸売市場で「農水産物
流通及び価格安定に関する法律」によって
地方自治団体が開設する卸売市場であ る。
その 2.は共販場で農・水・畜協の組法に合
合よって組 の販売事業の 環として開 設さ
れ九卸 市場である。その 3.は類似卸売 市売
場で小売市場として開設許可をもらっ九 けら
れども実際には卸売市場の機能を果たして
いる卸売市場である。
(2)後に掲げる 2.売買商業資本としての搬出
商の介在のところで説明する。
業者(3)こ での形骸化は後に掲げる 4.卸売こ
の形骸化のと ろで説明する。こ
(4)形式的な取引と実際取引の存在の矛盾は前
に掲げ九商 品 の流れとカネの流れのズレの
矛盾を意味する。
(5)ここで搬出商の合理性は市場流通という
I n s l d e 的な流通においてOut
つ出商の市場流S l d e 的な性格をも
通への介入がいかに 理的であるのかを、合
搬出商の介在流通と介 在しない流通の実マ
らかにする。ン率の比ジ から明
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売市場法」が
為の禁止と こ
を強化したし、
投資と財政支援
化し九。
卸売市場法」と
定法」を統廃合
及び価格安定に
して1都市1市
規定を除去し、
定卸売市場化す
れはこ
改定さ
れに対
卸 売
など
九め
「農水
し、農
関する
場と強
類似卸
??
?
????
?
?
??
??
?
?
??
??
?????
?????
1986年
の 基盤
の法
来の
し
い
ブこ。
(フ)"遠洋イカの国内
1989.12 P 9-10を参
を作
律「
部類
つブこ。
農安法
別開設
開設許
卸売市
業者を
45
の指
究院
(8)沿近海の漁獲物において
揚げ漁港が定められてい
で指定されいわゆる強制
方式をとっている。この
の法的根拠は次のようで
"水産業法の第 48 条"a.
の水揚げ、販
禁止することがで
つ
して、
定卸売
の
の
いる。
項
な
"
入管
照。
れ、
を総
るよ
複数
にし
て
け
え
製 ^ロロ /L 、
九は
る。
b."水産資源保令の第19条"
水産庁長が指定する漁港で水揚
になっている。しかし、沿近海
業においては水揚げ漁港は指定
いが販売場所においては定めら
"水産資源保護令の第 21条・第C .
理に関する研究"
韓国農村経済研
る
は漁業によって水
売場るし、販 所ま
上場制 売販よるこ
場制制上ような強
ある。
漁獲物及びその
処理に関する制限ま
きるようになってい
漁
げす
イカ
され
れて
物は
るよ う
釣り漁
?
??
?
?
?? ?
?? ???????
???
?
??
水産庁長が告示し
指定する地域から
の製 品 は道知事が
は交換するよ う こ
方、遠洋漁
''
遠洋漁 物の
要令"によって、
生産者は水産物
そこで検査所はこ
る。調査結果、
役つまり水揚げ
からの販 ^ 処ノし、
い自由販売制で
がている漁港及び道知
水揚げされ九漁
指定する場所で
なっている。
物は
入
遠
検査
入
問題
を許
理は
ある。
1989年3月から施行し九
申 告 及び調査に関する
洋漁 物が港に着くと
所にまず搬入申告する。
を調査することにな
がなけれぱ生産者に荷
可する。しかし、それ
それに関する制限のな
46
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表 5)卸売市揚の分布
法定
1 3
14
^
月
共販
6
果
4
6
4
3
3
9
9
1986.11
類似
15
14
資料:経済
類似
^
よる
画院
場は韓国農村経済研究院の現地調査に
'著『市揚開発と流通近代化』より。
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冥
個所
図5 現在の水産物の流通経路
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B'
産地仲買人
消費地卸売市場
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表 6 )ソウルの各卸売市場の取扱量と金額
1985 1986
取扱量金額取扱量金額
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1987
取扱量金額
9,665 123,658
36,571 110,062
721413 60 150
52,221 23,114
15 492 13 628
. TON WON
1988
取扱量金額
0 010 124,427
^ .
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表 7)各市目の仲買人の取扱金額階層別成
0- 1億10-5-
耒満130億 億 億 5億 1億
A市場 3 47 3
C 市場 32 7
D 市場 9 17
E 目 7
資料:各市目の聞き取り調査より。(1988年
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表 8)主要水産物の流通機ミ巨別マ
サノ丈
者
産地市場
産地仲買人
搬 出商
費地卸売市場消
費地仲買人消
卸売商
小売商
総マージン
経費
西額
5,586
5,870
6,046
フ,980
8,400
8,820
10,300
13 800
8 214
1,706
6 508
注)
国農村経済研究院の企画調査部の調査結果鞭告書よ韓
査其月問:1987.11.3-11.6調
バ(20尾): PUSAN共同魚市場から SEOUL水協共販場まサ
チウォ(55尾): GUNSAN水協委販場から SEOUUK協共,タ
カ(20尾): GOSEONG水儘委販場から SEOUUK協共販場イ
マージン率
各段階の価額は売り渡す金額である。
ジン事例
M
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目までの流通
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表 9)近代市場の沿革
目名称
魚巾日
魚市場
釜
馬山
長承 浦 魚市場
統営 市場
太浦
群山 魚
^
物市目フ泉
丸 、、市場日の
龍山魚市
仁川魚商会社魚市冒
仁川魚市場
鎮南浦魚市場
1合岸市目
平壌魚菜市場
大邱魚市場
17,000
2,600
300,000
40,000
2,200
30,000
鎮南浦
新義州
資料:『韓国産業誌』より作成。
斐年月日
1889.8.
Ig06.4.
1907.2.20
1907.4.
1900.9.
1907.3.27
Igo .1.11
908.5.16
1907.11.
1899.11.15
1907.11.1
1908.3.12
1908.5.10
1906.10.2
1908.2
. won
資本金
600,000
20,000
1 ,000
5,000
5,000
10,000
60,000
.
表 1のソウルの水産物の卸売比率(1923年)
単位:円
市場 取引価格 比率
南大門市場 57,600
1_____5.4.,.300 3.0%東大門市場市場企業体 _ 1.!.6.8β 1508 93.8%
ーーー'一乞'3','i'9'9-1-ーー""'ー'、"'タ泉城食料品市場
城魚市場示 659,059
泉城日の丸市場日 464,342
明治町公設市場 116,025
花園町公設市場 123,321
E山水産市場 302 562
計 1 800 408100.0%
'、督府庶務部調査課
3.2%
資料:
『朝鮮の市場』より作成。大正玲年Ⅱ月
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図U 遠洋イカの流通経路
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資料:逸羊イカの国内搬入管理に関する研究 1989.12
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10 食用水産物生産の停
日本水産業は戦後、敗戦による漁船の喪失
から立ち上がり、食料増産という名目の下で
生産力の回復・増大に重点を置い九。日本人
は動物性蛋白質の大部分を水産物に依存して
いる九め、水産物の増産は重要であっ九。終
戦時 a 945)180 万トン程度に低下し九漁量
1952年には戦前最高の 1936年の 433万トンを
破し 482万トンへ回復し九。水産物増産は続け
られ、 1960年は 619万トンそれから 200カイリ
定以後、遠洋漁場の喪失し九にもかか わら
1986年では 1,274 万トンの生産を見せてき
(図 12)に示されているように総漁業生0
産量は 1965年からやや変動はあるが、全般的
増加を見せている。こ しかしながら、 その増
加は主としてまき網漁 業の漁獲増に支えられ
た 合 漁業の漁 増加によるものである。し
か 沖合漁業の漁物は巻網による価格の
安いマイワシや小型アジ、サバなどが中心で
ある(図 13)。 1986年度の沖漁業の総生産合
1
度成長
済境
期以
の変化
の日本における漁業
61
???
??
??
??
ンの内カツォ・マグロまき網を除
は 5,006 千トンの 74 %を占めて
い の 78 %をイワシ類が、 20%をア
ジ 占めており、実に 98 %に達して
い らの魚種は大部分が魚 粉、養殖
飼 等に仕向けられる。 (表 11)
は (100)とし九水産物の生産高と
たものである。沖 合 漁業の生
はほぽ倍加している。しかしながら、 沖
生産 の 92 %の増加は国内の飼肥料の生産
の 93 %増加に見合っているとが わかる。こ
次は遠洋漁業にっいて見ると、 200力イリによ
て漁場を狭められ、漁獲量は 1971年より約^
6 割まで減少し九が総生産額は約 8 割を維持
している0 これは遠洋漁業そのものがコスト
の高い「資源多消費型産業」 (2)なので単価の
い高級魚を選択的に漁獲す る傾向が強まっ
いるからである。沿岸漁業 も 14 %の生産
増加に対し、それを上回る生 産額の増加が見
られ、魚価の高 をわかる。 養殖・内水面漁
業においても生産量の増加 より生産額の増加
が上回るものである(3)。つまり全的に生産
量より生産額の増加率が高いとい とは食うこ
用水産物需要が大きく伸びてい ることを示す
ものである。しかしながら、沖 合
6,792千ト
巻網の漁獲
る。その内
・サパ類が
る(1)。これ
料、加工原料
1971年を基準
給関係を示し
能
漁業の主な
??
???
魚種
5,
少と
こと
傾向
であるマイ ワ シ
336千トンを除く
も、 う こ とは需要
で食用水産物の
であ るといぇる。
ジ類
と総生産量
の増加に生産
生産は停滞あ
サバ類の生産
の約4割の減
が伴わない
るいは減少
63
、
、
?
2。水産
「 1.食用
国内食用
は極めて
億円か
で注(.. L
物輸入
水産物
水産物
急速に
ら 1988年
目する
れているよ
産物輸入の
うこ とでい
つにわけて
れる。
拡大と輸
生産の停
生産の状
伸び、輸
14,053億
必要があ
に一貫しう
動向に 内
ある。 その
要約してみ
64
.
構造性格の変遷
」で述べ九ような
とは対照的に輸入
金額 1961年の約 81
までに増加し九。
のは(図 14)に示
増加を続けてき九
的な変 があっ九
容的変化を大きく
と次のように考え
ら
そ の
的
性蛋
し
大
かた
これ
が並
であ
さい
1960年代前半にお
肉と魚粉を中心と
の供給確保と急速
配合飼料の供給と
れる。
1960年代後半から
期における水産物
ツォなどを中心 こ
択的なもので、
化を伴う増加に
を補完する形の
産の経済的成長
内生産魚と 入
んど国内生産 こ
白
て
る
そ 2 は
高度成長
グロ・カ
極めて選
な質的変
国内生産
は漁業生
立し、国
り、ほと
の
ら
え
ける
し九
に広
水 産物輸入は
動物ので、
つ九高級魚
があっ九い 特
7 0年
輸入
かっ
民食
応し
入で
輸入
とは
代にかけ
で、エビ
品目に関
用消費の
きれなっ
あっ九。
の伸びと
市場が別
影響は小
ての
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??????
と い
そ
う
性
3
迎え
格であっ九。
水産物輸入額が 出額を上回るとい
変化が起こっていた転換期(1971)を
ら 1970年代後半から始まった円高、、
体制による新海洋時代の到来からの
で(図 15)、 200 カイリ制度や母川
づく締め出しによって減少し九部
な力ゞら、 1985年の G 5 以後の輸入ラ
て水産物輸入は供給構造の不可^
格 をもっようになっ九。特にこれ
輸入は金額・量的に激増し九のみ
れ までの日本漁業による供給不
補完するという性格から日本こ
と国内市場において対立.競合
めているもので ある(4)。
日本における 水産物輸入こ は動物
確保という観点 から需要の 拡大に
給では対応しき れなくなっ た分の
の輸入、それか ら国内生産 物との
ら水産物の国際 的分業関係 (5)の成
の位置は変わっ てき九と思 われる。
のような変化こ の基底には 高度成
所得・生活水準 向上とそれ による
の増大、「多 性大衆魚」 低価
多量型消費パタ ーンから高価格・多
は
200カイリ
水産物輸入
国主義に基
分を補充し
シ よこツ ^
欠という性う
な
が
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で、そ
ろん、
以後の
物消費
の単 ロロ
ら
なら
部分
業の
る性
以上
性蛋
国内
補完
競 合
立ま
もち
長期
水産
格魚
の 水産物
ず、 こ
を単純
生産物
格を強
の よう
白質の
での供
する形
しなが
??
??
??
???
目 . 多様
景が
る。
ない
逃
ンへの変化と
ない重要な要
ては本論ではつ
進ん
大:、ーー
し、
にす
^
66
る
消費
は見
れに
(6)。
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注(1)「漁業.養殖業生産統計年報
参照。
(2)遠洋漁業は、a.安いエネル
しての重油、冷凍も重油が工
b ・近代化され九漁獲技休カナ、
て成り立っ産業である。こ
ら遠洋漁業を「資源多消費リ
する。
(3)無論、「物価指数」を考
り上回る生産額率を
漁業経済学会一401 ぺ
(4)無論、これは魚種にょ
小野征一郎教授はマグロ
している。エピの場
的性格でエピの輸入
は少ないである。
出産業から輸入産業へ
内漁業との競 合 関係を強
昭和 61J
(燃料と
ルギ 源)
どを前提にし
うな意味か
業」と規定
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を
的に生産
見せてぃ
産業」 19
ジ^典電。
つて異なる。
漁業と工
合 は国内
が国内生
方マ
の転換
めてぃ
全般
ると増加率が違
量の増加率よ
る。
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こなる力
ている。
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表ID 水産物の生産高と需要
国内生産)
総生産量1
遠洋漁業
沖合漁業
沿岸漁業
養殖業
遠洋漁業
沖合漁業
沿岸漁業
養殖業
内水面漁業
(魚介類)
1971
9,909
3,674
3,541
1,934
609
151
10,894
3,348
2,748
2,861
1,374
563
1976
国内生産量 9,323 9,974 10,671 11,
国内消費 8,374 8,945 9,652 10:635
うち飼肥料 2,025 2,203 3,165 3;907
翰 9四 1029 101911'268
、農林水産省「産統計年帳」
注 D 捕鯨業を除く。
10,656
2,949
4,656
2,000
850
201
21,892
5,209
6,628
5,865
2,933
1 226
114
59
168
105
158
143
256
17フ
301
256
332
300
指数
1986
1981
129
64
192
114
197
132
251
184
248
259
370
310
11,319
2,162
5,939
2,038
960
216
27,891
5,938
,258
フ,330
4,565
1 690
1986
2,739
,336
6,792
2,213
1,198
200
27,305
6,158
6,802
フ,397
,080
1 745
単位
1971
:千ト
1976
100
100
100
100
100
100
100
100
100
ン億
1981
107
80
131
103
140
133
201
156
図14 水産物の翰出入額の推移
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第 2 章
度成長期以後、
条件の変化
度成長期
中心と 消費地で
をめぐ 環境条件の
(1)消費都市地域への
内外 の運送・交通
のため都市交通の
両面 から、 市場の
流の 改善・合理性へ
1。高
境
日本
高度成長期以後にお
地市場流通の構造的
サ
ける 日本の消費
水産物流通をめ
消費地市場流通が中
施設を中心とされた
限に基づく卸売市場
ズレなどの問題が生
つていること。
変化
以後に
は次の
変化が
人口
混雑が
緩和、
立地.
いること。
(2)高度成長期にお
央卸売市場とい
大都市をて、
よ う な水産物流通
目立っていた。
'物資の集中、市場
激化してぃる。 こ
流通コスト節減の
置の再編成や物
の要 求が増大してきて
つ公共
ことにょ 行政権つて、
制度と流 通の実 態との
じゃすぃ とい う 特徴をも
(3)鮮度.質に係わる商ロロ
加工・冷凍口の忙コ 台 頭。ロロ
(4)消費面における生鮮食^ イロロ、
ある加工食 品 需要が増大と消費
高度化、外食 需 要が増大してぃ
(5)大手資本の流通介入と輸
おい
品特性の克服および
74
ぐる環
ン スタント性
の多様化、
ること(1)。
エイトの高ま
いて、
???
??
り。
以上のよ
件の変化
で反映さ
る取引構
化、市場
たと
つな
は消
れ、
ユ旦の
外流
る。
消費地
結
変化、
通の
え
境条
い形
おけ
の変
らし
場
75
めぐ
に最
^
市クC
供給
化をな
??
?????
?
??
??????
??
??
????
?
??
?
?
?? ???????
消費地卸2。 売
ここ では公設
費地市場流通の 造
高度成長期以後、大
急増、物資の集中、
どに伴う中央卸 売
水産物卸 売 市場に
はかられ九。 (表 12)
い る
場の
央卸
卸
推移
年を
的
都
運
市場
おい
とにまとめたものである。 1960
100 として総取扱額を見ると、 70年では
71、 75年は 1,220、 80年は 1,914、 88年は,
2 で、 60年から 88年までに 25培近く総取扱額は
増加してき九0 取扱量も増加し、 75年は 21 、
80年は 246、 88年には 268 で約 2.7 培近くの増力
を見せている。 それか ら 都市人口の増加に、
比例して流通 とも、取扱額の増加に伴い水
産部を設置してぃる中央 売 市場は 60年の 22
市場から 70年の 32市場、 80年は 51市場、 88年
には 54市場となっ九。 のよこ う に高度成長期
以後、水産物卸売市場をめぐる 環境条件の変
化とともに水産物卸売市 取扱規模は拡大
された。 しかし、 ここ しなければならで
ない のは取扱規模の 場の 的な規
模の拡大ではなく、
造的変
市場を
化の実
の出現
・交通
備の進
も取扱
1955年か
産物の数市場
されて
を
で取り扱
年 ご5
化の実態
中心とする消
態を検
と消 口 の
混雑の 化な
歩によって、
規模の拡大が
全国中央ら
と金額のつナー
は
水
する。
場の
注目
が市
1 2 )
76
?
?
??
??
?
?
??
??? ???
????
つに
加を
てきえ
2.
の増加よ
額の拡大が
5 培近く
せていみ
べる
集荷
傾く
の取扱
る取扱金
ある。
の変化、
引の拡大 こ
の構造的変化を意味
と
り約 25培の
しく増
向は後に
業者の買
級魚 志 向
している。
で
フフ
?
????????????????
?
??
?? ??
??
???
??
3。
る
で
則
扱
市
れてい
を受け
造の
場での
おいて卸こ 売
よる集荷こ
い い0 つまり
情が安定し
般的でない
ある場合、例外
( 1971年の卸売
引を例外として
し書き)0
度成長期以後、
性のある物 ^ がロロ
なった と(後
化、商 取扱技
つて市場取引の
な形から次第に異
その実態を見九の
取扱割 合 を観察し
ける委託と買付の
年は委託と買付の
つたが 1968年には
占める 49.0%
さ
取
た
1965
業者の
る0 卸売業者
る場 ^ 卸 売 はにコ、
をしてはな ら い」
は例外としてしか 認 め
(1)規格性貯蔵性があ
てい 目(2)質が特ロロ
(3)その他特別の
として買付が 認 め ら
市場法の改正は買付
認 めた0 市場法 38条
化
加工
態に
1 6 )
昇、消費
方法が従
ものへ変
13)の集
である。
全国から
64.1%と
集荷方法
1969年以
て
78
の多
が
力
化 こ
則的
て、
で
て
35.9%
の半分
後から
情が
い
の
の
いる。
別の
にお
なった
が(表
九もの
比率は
比率が
買付が
つ大二。こな
ら
^
冷凍・
取引形
掲げ表
術の上
形態と
て
れて
^ て供
??
?
?
??
?
?
?
???
???
?
??
??
?
???
?
?
????
?
??
???
??
????
??
????????
????
?????????
??
??
????
??
???
??
?????
??
???
の割
なっ
は委託を追い し て集こ 主流の と
てきて 1987年 割以は6こ るよ う
つブこ。 それか ら 売 業 の が買、
の方法でお れ九 ム、 売 方rコ、
化があらわ る。 まり、 買付 品
セリ.入札で販 より も相対で 販 売
う が売買差益の獲 は確 実であり、
さいと考えられ ら である。 市場
には「セリ 売 り は入札の方法に ら
ならない」とし セ よる価額こ、
則とする とになっている。九だし、こ
よる販 売 は例外として 認 められている。
し、買付の増加ととも 相対取引も増加こ
1973年は 51.9%、 1986年は 61.6%までこ
て原則であるセリ・入札方式は4割以下
ち込ん でいる0 相対取引はセリ.入札を
て主流 こなっ てきているといえる状態と
た(表 14)。ま九、流通圏の拡大、規格
貯蔵性ある物品の大口取引が都市流通
こなったこと よって集荷力ある大都市こ
付'相対取引の拡大ととも
送等のいわゆる第 3 者販売
売 業者から第3者への販支が売
ら3割にも達している(表
^
新しい商 と需要の開拓、ロロ
の集荷集中、買J＼
例外である転
(2)も増加し、卸
取扱総額の2割か
15)。それか^もコ、
仕
は
る
は小
3 4 条
ねば
を原
対に
しか
し、
達し
に落
超え
なっ
性・
主流
ほ
79
、
?
??
??
?
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?
?
???
??
??? ???????
???????
???
??
??
???
????
??
な情報の把握などの市場機能と卸売業者
争 力の拡充にとって不可欠となってぃる
以外の行為っまり 業者の場外での
為を軸にした兼業 も徐々に拡大さ
(図 16)は 1968年から 1988年までの中央
市 場の事業収.益に.おいて委託、買付、兼
益 が占める」合の推移を見たものである。
手数料の収益率は 70年以後、最高 52%か
低 33%までかなりの不安定的な変動をみ
せなが ら減少傾向であることがわか る。それ
に対し て買付損益率は 70年以後の変動の幅が
4 0 %45 %問での小幅の安定し九収^ 益率をみ
せ ている0 兼業損益も 1968年の 7 %から 88年
に徐々に増加し、特に 84年の 11% こ は事業収こ
40%をめる重要な収入源となっ 犬二。
央市場における取引構造の
業者の集荷方法では委託
入れ、販 売 方法 おいてはこ リ
り相対取引による販 売 方 化、のψ、、
大は水産物流通をめぐる 条 の
述べる供給体制のこ こ るこ
業者の安定的な経 営 を図る方 の変化J＼
とがわかる。こ
正確
の競
卸売
引行
九。
卸 売
業収
委託
ら最
益の約
以上の
化、つ
買付に
・入札
兼業の
変化、
卸 売
である
80
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供給体制の変化とその構造的な要因4。
200カイリ時代に入っ九日本の水産物供給の
的特徴は、(1)まず遠洋漁業生産の相対的
'絶対的地位低下が避けられな こと。 (2)そ
のか わりに近海漁業、増養殖業の育成.強化
に主力が流れ漁業資源 利 ・保存に
関する新しい秩序形成 と。(3)
インフレ経済が続き、 不安定
が付きまとぅ現状では水 環境 の整備
も引続き進められること 情との 係わっ
ている。 うし九供給こ 出荷面は、
における従前の体制 こ を及 ぼさな
いはずがない。 と言 は次 のよ う な升三
で出荷体制の再編成 行 るかいて ら であ
る。
1)生産者・出荷者のコスト意識の強化と ノ、
ゲ ングニ. の拡大がはかられる。.ノξ ワ
2)産地間・出荷者間の荷引き、出荷競争 はよ
り激化する。
3)取扱管理の厳正化、製品の品 差別化・細分化
'規格化に係る物流技術は 層高度化する。
4)近海魚・増養殖魚に対する取扱の拡大はさ
けられない。
5)大手企業の水産物流通介入への増大とあい
まって出荷流通経路の多元化.多様化が進ん
81
、、
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?????
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???
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???
??
でに、
い
ず、
鮮取
ト ツ
し、
る。
の間の
の減
能力・
価意識
いる。
の
通中心的
カル口
ら し
の
い
て
か
て
荷
・加
生産
^ 取ロロ
確に
よう
熱に
熱価
る作
に阻
かも
車、
水揚
投資
・出
性
の
の
次の
の規
つて
の
・出
要因
と
需給
需給
せし
は容
る。
ず冷
貫し
き行
生産
強
の
方
の
現を
り、
組織
るの
めよ
のみ
など
^
造
の
い
の
して引
面か ら
よる ノ゛ ワ
る。
ではかか
の
の
つ
増大、
者側の
をもた
果をも
市場に
れてき
る条件
し、価
性が大
漁港
ら
の
て
^
あ
.
の
対
の
しておい
本
ン
い
え
ここ
ている
い
変化
検討
る。
82
.
可
市場
の結
で
る。
第2
する
冷凍
てい
は
い
の
セ
?
?
?
?
?
??
????
?
?
?
?
?
??
?
?
??
?
?
?
?
?
?
?
??
???
????
???? ??
??
??????
??
???????????
????
??
???
????
??????????
? ?? ?
??
???
?????
?????????
??
???????
??
?????
??????
?、???
???
?????
??
??
??
??
????
???
??
??
??
??
????
????
??
??
??
?? ?? ??
点 であ
グロマ'
の
^
水産物の
ている。
化、巨大
などは、
国的なも
ての i肖
能は低
水
^
、
型
頭
全
かっ
の機
第3
技術
流
市場の高圏の売
エビなス、マ.
通はきわめて全
かも物流手段の
市の出現ととも
産物取引市場の
変化さ
売 市場
いるの
の
との J＼
費地卸
下して
産物輸
^
を
ル
な
と商
スケ
条件と
.
の
を
の
越え
入
もの
産地
/j、
せた。こ
おけるこ
である。
の増大は、ロロ
ウ ハウおよ.
報力と商 品 調
とである。こ
大手水産会社
と。生産者こ
で卸 冗市 場に
のは、 要漁
路等を 占し
いは 部系統
ころで述べる
を伴ってい
国化に対応し
網だけでなく
張を図ってい
通介入はいわ
、、
4
通
開発のノ
ルでの情
している
手商社と
つつある
という形
えている
の供給経
商社ある
流通のと
は流通支
市場の全
トの販売
開発、拡
大手の流
大
介入し
強化
を与
産物
会社や
市場外
れこ
J＼
ノξ
て、
等々
とな
の大
入
い影
輸入
水産
後の
ワ
ス ル
団
の
よ
域的取
り、
^
の
で
水産物
場ル市
い取引
ル
口
の
力の獲
が
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の流通多
コとしテ
定や強い
スク、保
手荷主
化の
卸
額指
て
て
れを
の固
売 リ
大
てき
場を
で卸
える
い
と
き
など
が整
卸
リスク
て強い
える。
環境の
持して
九とい
力と
対こ
ど押
負担
い
場の
る。
の
^
な
つ
てお
も「
け販
ざる
条件
な、
因は
を大
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5。市場
水産物
と性格で
意味は卸
イノ、 ノぐ ス
段階を短
は既存の
通資本 こ
流通形態
を目的と
や生産
る。そ
の
85
通
とした
ある。
を通じ
よるこ
れてい
ス
ら
流通
縮し
流通
とっ
であ
して
の 背景
市場外
分けら
しない
結、要
ある。
り卸 売
新九な
は中間
ている
る
も
つ
ぐ
の排
費者
流通段
仕入れ
後者に
した市
て
で
通は
る。
通、
るに
つ
る。
推進
体等
わ
マ
階 こ
方式
^
剛
ので t肖
の内容
な
さ
モフ、
の
つ
いて
して
は、
通で
いる
の
よっ 行て われているので
、生協などの末端ノ゛
ルメ リサトを追求し九
されているもの ある。
市消費地などを中心と
の専門問屋を中心とし
である。 れは近こ
産物流通の拡大な
あ る0 モれから水産
水産会社、場外問、
全国的な規模の流通資本
れは 輸入水産物や冷凍こ
て強力に推進され、 うこ
市場支配は市場内外を問
る0 市場流通においては
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の
つ
い
て
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流通の
出(3)、
どと結
る。以
いて偶
事情と
主軸である卸
市場外では
な力ξつ
の う な
る。
率と
を見
いる
流通経済
場外勢力っ
生鮮食料
高度化、末端
の高まり等の
会的関心を強
年代以降
れる。 そ
考えられる。
の
市場の荷受資本へ
ら場外流通を促進させてぃ
の
め
の化のなかで
る状況にお
なおさな
に高まっ
1968年から 1988年
価上昇率と生鮮魚
支出を示したも
までの消 者物
上昇率はかなり
高い上昇率をし
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世 兪 は而
に進ん
て
性、規格等
り、消費者
近代化投資
ている とこ
生鮮
る。
の
釘
通
魚介
一方、
減少
れ
^
は
^
、
?
??
??
、
?
????
????
??
???
??
???
????
?
、
?
??
????
?
??
??
????
????
???
??
???
??
?????
???
88
り 拡大さ
末
後とも
5
で、それが
割は否定で
以上のよ,
流通の実情
ると実に
せていくも
端流通主体
層強化、
場外流通の
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う こと
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い るの かをその実態中心に
る。な ぜ、本論で北洋物で
スを取り上げることにし九
全国ξ 的な消費物であり、
サ
外 流
九よ
マ
ソ
ス
して、
の供給
場外流
の流通
場
流通はその
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大手水産会社におい て、
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業者間取引が多く、
市場の卸、中小場外
いる0 特に市場の仲
が特徴で、大手問屋
に伴う供給
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売 買商 資本とつ
大:。い これ の 1受
合 理性 の問題を主
析 検討した。から
も消 費者価額に占て
ら が介 在してない流
めて とが明いる こ
コスト面から見九
場流通においてそ
つの商業資本とし
と言える。
者の形骸化っまり卸
は歴史的背景の つ
よる 国こ
的側 と
とがわかっ九。こ
の
の
流通に
商業資
ないの
当業者
問うい
2
不全
す
出
し
の重
卸
業者の機
として旧
本の
の問
化
おい
本つ
か。
コ
い
ス
搬出商
^
^
105
ト
を
して
の結
業
存在は、水産
合 理性を持っ
割を果してい
ま九、卸 売
能不全の問題
日本資本の
排除といっ
題の両側面が
結局
て
い
あ
通
で
?
、
?
??
???
??
???
??
?
?
??
???
??
??
?
?
?
?
??
????
????
?
????????????
?
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続いて、高度成長期 日
ために取り上げ九「補 内
とめてみると次のよ る。
(1)漁業経済環境の変化において、
以後 の日本の水産物流通をめぐ
の変化が現在韓国の水産物流通
その変化が目立っている。つま
は食用水産物生産の停滞や加こ
産物の増大、 入水産物の増加
るし、需要面には消費の多様化
ることであった。
(2)高度成長期以後、
機構形態の変化の
主に水産物市場条
済諸条件の変化で
済諸条件が変化し
産物卸売市場流通
の商業資本が依然
機能不全
いる以上、
れる。
は
び
と
と
を
較の
まこ
高度成長期
る環境条件
においても
り、 供給面
エ・冷凍水
目本における水産物流通
要因は生産者の成長より
件の変化を伴った外部経
あっ九0 つまり、外部経
ている韓国において、
の中に市場商業資本以
として存在する問題は担
とい つ九基本的な問題が
決できる問題ではない
が進んで
が進んで
場に
し、
動をで
( 3 )
ける
い
費
々
い
^
変
け
て
る
となると
な
たよ
る
が生産
の
な
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は
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いめた。
(4)市場外流通、
を目的とし九
にとってかわ
形態である。
を中心としロロ
市場内流通の
な性格をもっ
九。しかし、
市場外流通は
通形態をとっ
つ、 いわゆる安定性
では中間マ
通ではなく既存
新九な流通資本
れらは冷凍.加
機能的分化し九
完的な機能ある
水産物流通機
在、
度流通 矛 こ
い九。
流
ノ、、
る
の方向に変化を求
て
補
て
ンの排除
流通主体
よる流通
忙コ 翰入ロロ、
態であり、
は競争的
の
て
る流
い
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ここ
を担
る
^
い
対応
て い
ゆる
?
?
?? ?????
? ??
??
??
いとこ
が卸
・分
れて
現在、
売 市場
特
営む
多
の存
どで
需給
の重要
できな
産物流
こと
を得
高度
て冷凍
て生
否めな
市場で
情報、
九九め
すで
が外部
物
い
の
の
韓国
の地
市場
( 1 )題
における水産物流
は急に低下する
国の現状が 種
の中小生産者の存
購買に支えられ九
そして小規模.分
り、こ う した環
を直接価格 反こ
存続させる要因で
しかし、すべて
めぐる環境条 件の
わせて、卸 売 市場
のが現状であ る。
期以後、日本 のフk
工品水産物の 全国ロロ
類の流通は薄 くな
しかしなが ら 冷凍
われる要因は 卸 売
び金融・決済 機能
つ犬二。
てき九よ う こ
環境の変化の
機構の現段階的性
多数
頻度
在、
ある
の変
性を
い。
通を
通機構として卸
とはありえなこ
多様な漁業
在や少、
多数の
散的
境は 々 の
映す 卸 売
ある
格と再
ない
成長
・加
魚介
い。
取扱
およ
であ
みこ
経済
生産
多
/j、
類
短期
市場
否定
な 7k
で
市場
ま
産物卸
押
九
^九
の
は
視
で、
んで
物
化せざ
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????
及び
能の
つ0
の主な
する
い
い
担い
めに
制度
がA
課題
九
か
う
の最
手と
は、
的に
日の
であ
るの
市場
態
る
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注(1)こ
編成
『
その
構の
こと
では廣
の現段階
漁業経済
内容にし
現段階の
する。こ
HO
勝治「水産物卸売市場機 再
消費地卸売市場を中心に
究』 26 巻 4号を検討した上で、
が て韓国の水産物 機ーコ
格と再 成の課題を る
????
??
」???
本を
稿の作
九だい
謝の意
九め、
吉廣
、、
ら
・舌
す
含射
い
成
九
九
あ九
か
して、
い
舌辛
つて、
授小野
す。ま
通に関
深く感
おいて
げます。
た
厚く
す。
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